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現
在
、
狛
江
市
教
育
委
員
会
で

は
、
狛
江
市
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

よ
り
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施

設
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
検
討
の
経
過
等
に
つ
い
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
平
成
23
年
10
月
16
日
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
45
名
の
方
に
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
女
子
栄

養
大
学
短
期
大
学
部
教
授
の
金
田

雅
代
先
生
か
ら
「
学
校
給
食
に
お

け
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
～
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る

か
～
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
中

学
校
の
将
来
的
な
展
望
を
見
据
え

た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
の

方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
等
で
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
報
告
し
ま
す
。

　
学
校
・
学
年
の
枠
を
越
え
た
仲

間
づ
く
り
を
目
的
に
、
毎
回
身
近

な
題
材
を
取
上
げ
て
、
月
１
回

ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
１
・
２
年
の
13
人
、
３
年

の
17
人
、
４
年
以
上
15
人
の
３
ク

ラ
ス
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
５
月
は
自
己
紹
介
と
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
作
り
。
６
月
は
懇
親
を
目

的
に
ト
ラ
ン
プ
大
会
。
７
月
は
絵

手
紙
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
ん
を
講
師

に
お
願
い
し
、
夏
野
菜
や
ス
イ
カ

な
ど
を
画
材
に
絵
手
紙
を
一
人
３

枚
仕
上
げ
ま
し
た
。
８
月
は
西
河

原
公
民
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の

ミ
ニ
映
画
会
。「
魔
女
の
宅
急
便
」

を
観
ま
し
た
。
９
月
は
、
歩
歩
ク

ラ
ブ
の
方
等
に
も
引
率
を
依
頼

し
、
よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ

ア
へ
バ
ス
ハ
イ
ク
。
当
日
は
台
風

の
影
響
で
、
雨
宿
り
の
時
間
の
方

が
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
び

　
校
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
開
校
40
周
年
の
節
目
の
年
に
、

狛
江
第
六
小
学
校
で
出
会
え
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

未
来
に
か
が
や
く
子
ど
も
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
学
校
・
家
庭
・
地

域
、
子
ど
も
も
大
人
も
ゆ
め
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
の
あ
る
学

校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
狛
江
第
六
小
学
校
は
、
地
域
の

方
に
見
守
ら
れ
、
多
く
の
支
援
と

理
解
を
た
く
さ
ん
受
け
て
い
る
学

校
で
す
。
地
域
の
中
の
核
と
な
り

自
律
す
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
皆
様

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
諸
活
動
を
通
し
て

様
々
な
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
日
常
的
に
地
域
・
保
護

者
の
皆
様
が
頻
繁
に
来
校
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
46
年
４
月
、
地
域
の
期
待

第
５
回
定
例
会�

平
成
23
年
５
月
19
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
27
号

狛
江
市
学
校
緑
化
基
本
方
針
の
策
定
に
つ
い

て�

他
６
件

２
報
告
事
項

狛
江
市
立
中
学
校
給
食
運
営
委
員
会
設
置
要

領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領
に
つ
い
て

第
６
回
定
例
会�

平
成
23
年
６
月
24
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
34
号

狛
江
市
教
育
委
員
会
公
告
式
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て�

他
５
件

２
報
告
事
項

狛
江
市
立
中
学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
に
つ
い
て�

他
７
件

第
７
回
定
例
会�

平
成
23
年
７
月
12
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
40
号

「
平
成
24
年
度
に
使
用
す
る
中
学
校
用
歴
史
教

科
書
お
よ
び
公
民
教
科
書
の
採
択
に
関
す
る

陳
情
」
及
び
回
答
に
つ
い
て�

他
２
件

２
報
告
事
項

平
成
23
年
狛
江
市
議
会
第
２
回
定
例
会
一
般

質
問
に
つ
い
て�

他
１
件

第
３
回
臨
時
会�

平
成
23
年
７
月
29
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
43
号
（
報
告
）

「
公
正
で
開
か
れ
た
教
科
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
書
」
及
び
回
答
に
つ
い
て�

他
１
件

２
報
告
事
項

教
育
委
員
会
財
産
の
用
途
廃
止
及
び
引
継
ぎ

に
つ
い
て
（
六
小
校
庭
）

第
８
回
定
例
会�

平
成
23
年
８
月
３
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
45
号

「
平
成
24
年
度
使
用
狛
江
市
立
中
学
校
教
科

書
」
並
び
に
「
平
成
24
年
度
使
用
狛
江
市
立
学

校
特
別
支
援
学
級
用
図
書
」
の
採
択
に
つ
い
て

２
報
告
事
項

放
射
線
量
率
測
定
結
果
一
覧
（
速
報
）
に
つ
い

て
第
９
回
定
例
会�

平
成
23
年
９
月
15
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
46
号

狛
江
市
教
育
委
員
会
事
務
局
処
務
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て�

他
10
件

２
報
告
事
項
　
　
　

狛
江
市
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
に
か
か
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
に
つ
い
て

�

他
４
件

第
10
回
定
例
会�

平
成
23
年
10
月
６
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
57
号(

報
告)

狛
江
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
選
挙
に
つ
い

て�

他
４
件

２
報
告
事
項

平
成
23
年
狛
江
市
議
会
第
３
回
定
例
会
一
般

質
問
に
つ
い
て�

他
２
件

第
11
回
定
例
会�

平
成
23
年
11
月
９
日

１
付
議
案
件

⑴
議
案
第
62
号

狛
江
市
教
育
委
員
会
公
印
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て

２
報
告
事
項

　
　
　

学
力
向
上
に
向
け
た
情
報
化
に
つ
い
て

�

他
２
件

　
平
成
23
年
11
月
13
日
に
行
わ
れ

た
市
民
ま
つ
り
に
第
68
回
国
民
体

育
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
）
の
啓
発
ブ
ー
ス
を
設
け
、狛

江
市
で
の
開
催
種
目
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
ク
イ
ズ

を
行
い
ま
し
た
。
約
700
人
の
参
加

が
あ
り
、
全
問
正
解
者
に
は
国
体

啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゆ
り
ー
と
」
も
応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

狛江第六小学校40周年記念式典
（清水写真館）

市
民
ま
つ
り
に
国
民
体
育

�

大
会
啓
発
ブ
ー
ス
を
設
置

狛
江
市
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
に
か
か
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

を
集
め
て
、
狛
江
に
６
番
目
の
学

校
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時

の
学
区
域
は
、
駒
井
、
宿
河
原
地

区
及
び
猪
方
、
岩
戸
地
区
の
一
部

で
、
狛
江
第
三
小
学
校
よ
り
移
籍

児
童
と
併
せ
て
３
２
０
名
11
学
級

で
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
56
年
は
学
区
域
変
更
に
よ

り
狛
江
第
一
小
学
校
か
ら
47
名
が

転
入
し
、
児
童
数
が
７
７
７
名
24

学
級
と
最
高
に
達
し
た
年
で
も
あ

り
ま
す
。
開
校
当
時
か
ら
、
良
い

教
育
環
境
の
学
校
づ
く
り
の
た
め

に
地
域
や
保
護
者
の
方
々
は
、
率

先
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動

し
て
い
た
事
が
記
録
か
ら
わ
か
り

ま
す
。
校
庭
の
木
々
約
２
０
０
本

（
寄
付
で
ま
か
な
わ
れ
た
）の
植
樹

作
業
に
携
わ
っ
た
方
は
「
み
ん
な

こ
の
駒
井
に
学
校
が
で
き
た
の
を

喜
ん
で
い
る
の
で
す
よ
。」と
初
代

校
長
中
原
幸
成
先
生
に
お
っ

し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
開
校
40
周
年
の
節
目
に
、

本
年
度
か
ら
３
年
間
「
東
京
都
言

語
能
力
向
上
推
進
校
」
と
し
て
指

定
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
言
語

力
の
向
上
を
目
指
し
授
業
研
究
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
研
究
を

通
し
て
、子
ど
も
た
ち
が「
こ
と
ば

で
考
え
、こ
と
ば
で
表
現
で
き
る
」

よ
う
、
様
々
な
活
動
で
実
践
研
究

を
重
ね
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
開
校
当
時
の
精
神
「
地
域
の
人

の
善
意
と
願
い
と
期
待
の
中
に
生

ま
れ
た
学
校
で
あ
る
」
を
引
き
継

ぎ
、
新
た
な
出
発
の
時
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
も
グ

ル
ー
プ
で
様
々
な
動
物
を
観
察
し

ま
し
た
。
10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
工

作
と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
の
お
化
け

や
、
こ
う
も
り
を
作
り
、
ラ
シ
ャ

紙
で
作
る
帽
子
に
貼
り
付
け
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
魔
法
使
い
の
帽
子
を

作
り
ま
し
た
。
11
月
は
１
・
２
年

生
は
白
木
の
羽
子
板
に
思
い
思
い

の
絵
を
描
い
て
「
マ
イ
羽
子
板
」

を
、
３
年
生
～
６
年
生
は
白
木
の

箸
に
和
紙
を
貼
っ
て
、「
マ
イ
箸
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
12
月
は
ク
リ

ス
マ
ス
工
作
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
、
１
月
２
月
は
料
理
と
お
菓
子

作
り
を
す
る
予
定
で
す
。

　
和
泉
小
学
校
の
２
人
の
児
童

が
、第
25
回「
こ
ど
も
お
だ
き
ゅ
う

沿
線
文
学
賞
」に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
特
別
賞
の
「
東
京
都
教
育
委
員

会
賞
」
に
２
年
生
の
小
川
博
雅
さ

ん
、
金
賞
に
２
年
生
の
大
高
菜
奈

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
狛
江
第
三
小
学
校
で
は
、『
地
域

に
学
び

　
地
域
に
育
つ
子
ど
も
た

ち
』
を
学
校
教
育
の
大
き
な
柱
の

一
つ
と
し
て
お
り
、
地
域
を
対
象

に
し
た
体
験
活
動
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　
三
年
生
は
、『
大
豆
作
り
』
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
地
域
の

農
家
さ
ん
の
協
力
と
指
導
を
い
た

だ
き
、
種
ま
き
か
ら
、
畑
へ
の
移

し
替
え
、
収
穫
、
そ
し
て
豆
腐
作

り
ま
で
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
５
月
19
日
に
豆
ま
き
、

６
月
10
日
に
畑
へ
の
移
し
替
え
、

９
月
15
日
に
収
穫
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
間
、
夏
の
成
長
の
時
期

に
は
畑
へ
行
っ
て
大
豆
の
観
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
協
力

い
た
だ
い
た
農
家
の
小
川
保
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
た
り
、
作
業
の
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
給
食
で
枝
豆
が
出

る
と
き
は
、
三
年
生
が
「
さ
や
取

こ
ど
も
お
だ
き
ゅ
う

�

沿
線
文
学
賞

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
各
家
庭
で
の
取
組

み
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
環

境
教
育
優
良
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

「
環
境
教
育
優
良
賞
」

�

受
賞

�

狛
江
第
三
小
学
校

�

狛
江
第
二
中
学
校

り
体
験
」
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
収
穫
し
た
大
豆
で
豆
腐

作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
経
験
を
学
習

発
表
会
で
発
表
し
た
り
、隔
年
で
、

舞
台
発
表
と
展
示
発
表
を
し
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
小
川
さ
ん
が

い
つ
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
、「
作

物
を
育
て
る
と
き
に
何
よ
り
も
大

切
な
の
は
『
作
物
へ
の
愛
情
』
な

ん
だ
よ
。」と
い
う
言
葉
を
心
に
大

切
に
刻
ん
で
大
豆
を
育
て
て
い
ま

す
。大
豆
作
り
の
経
験
を
通
し
て
、

児
童
は
『
地
域
に
学
び

　
地
域
に

育
つ
子
ど
も
た
ち
』
に
成
長
し
て

い
ま
す
。

狛
江
第
六
小
学
校
40
周
年

u
u

u
u

u
u

　
図
書
館
で
は
読
書
推
進
事
業
と

し
て
「
文
学
散
歩
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
23
年
度
は
白
洲
次
郎
・
正
子
夫

妻
の
旧
宅
『
武
相
荘
』
と
『
川
崎

市
岡
本
太
郎
美
術
館
』
を
訪
問
し

ま
し
た
。
昨
年
正
子
氏
生
誕
100
年

を
記
念
し
、
白
洲
ご
夫
妻
に
関
す

る
講
演
会（
講
師

：

青
柳
恵
介
氏
）

を
行
っ
た
折
、
大
変
好
評
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
今
回
の
訪
問
地
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
岡
本
太
郎
氏
も

今
年
生
誕
100
年
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、同
時
に
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

書
籍
等
に
載
っ
て
い
る
絵
画
や
陶

器
類
、
テ
レ
ビ
で
も
取
上
げ
ら
れ

た
生
活
風
景
を
目
の
当
た
り
に
で

き
、
参
加
者
み
な
さ
ん
は
大
変
興

味
を
持
ち
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
比
較
的
狛
江
に
近
い
場

所
で
あ
り
な
が
ら
、
定
員
30
名
の

と
こ
ろ
約
３
倍
の
申
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
50
代
か
ら
80
代
の
女
性

の
方
の
応
募
が
多
く
、
年
々
男
性

の
方
の
応
募
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
募
集
時
に
は
関
連

図
書
を
展
示
し
、
文
学
散
歩
に
応

募
で
き
な
い
方
に
も
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
参
加
者

に
は
資
料
を
準
備
し
、
見
学
後
で

も
関
心
を
持
っ
た
点
に
つ
い
て
、

書
籍
を
読
み
調
べ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
と
た
く
さ

ん
の
資
料
が
利
用
さ
れ
る
よ
う

「
魅
力
的
な
文
学
散
歩
」を
提
案
し

て
い
く
予
定
で
す
。

図
書
館

東
京
都
教
育
委
員
会
感
謝
状

　
狛
江
第
一
小
学
校
の
児
童
の

安
全
確
保
と
地
域
の
環
境
整
備

に
日
々
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
和
泉
本
町
１
丁
目
町
会
に
、

東
京
都
か
ら
学
校
活
動
支
援
団

体
等
に
対

す
る
東
京

都
教
育
委

員
会
感
謝

状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し

た
。

　
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
全
日

本
交
通
安
全
協
会
、
毎
日
新
聞
社

主
催
）
で
狛
江
第
一
中
学
校
２
年

の
東
内
郁
美
さ
ん
が
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

『
分
か
っ
て
る
』

　

だ
っ
た
ら
や
め
よ
う

　
　
　

二
人
乗
り

地
域
に
学
び

�

地
域
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

地
域
に
学
び

�

地
域
に
育
つ
子
ど
も
た
ち


